
 

平成24年5月に、「議会改革」一点で共産党と市民ネッ

ト等６人の議員で統一会派を結成しました。そして、統

一会派として、①テレビ放映、②一問一答方式の一般質

問、③議会便りの改善や議会報告会の実施等を要望して

きました。その中で、議会便りの一般質問者の氏名を掲

載するなど一部改善が行われました。しかし、大部分の

改善策は実施されていません。私たちは、統一会派とし

て議会報告会を各地域で実施しています。

委員会構成を行うにあたり、統一会派の岡田議員と野

田議員は第一希望でまた私は第２希望で経済産業委員会

を希望しました。しかし、誰も経済委員会に入ることは

できませんでした。経済委員会の構成は、自民・公明・

民主の３会派の特定の議員で占められており、このよう

な状態は私が知る限り１２年間は続いています。

大垣市議会の委員会は常任委員会は企画総務・文教厚

生・建設環境・経済産業の４委員会があり、議員はどこ

かの委員会に所属することになっています。また特別委

員会は市民病院と子育て支援日本一対策の２委員会で、

２年に１回どちらかの特別委員会に所属することになっ

ています。

委員会構成のあり方について、大きな会派はそれぞれ

専門分野を分担することはあると思いますが、新人議員

や一人会派の議員は少なくともすべての委員会を一度は

経験できるように配慮すべきです。ましてや、希望を出

している統一会派は自民クラブに次いで大きい会派です。

市民の声を公正に各分野に反映させようとするならば、

統一会派の議員を経済委員会に入れるべきです。しかも

経済委員会の定数は６ですが、今回５人しか埋まってお

らず、空席があるにもかかわらず、統一会派の議員を入

れさせませんでした。

５月２２日、６回目のグリーン車裁判が行われます。

結審になる可能性があり、それに向けて原告及びグリー

ン車料金の返還に取り組んできた岡田・野田・笹田の３

議員は陳述書を提出します。その一部を掲載します。
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ストップ!
消費税

５月８日、平成２６年度第１回の臨時議会が開催され、議長に高橋滋氏、副議長に鈴木陸平氏、監査委員に田

中孝典氏が選出されました。また、委員会構成も決まり、私は昨年に引き続き文教厚生委員会に所属することに

なりました。 この２年間、議会改革に取り組んできましたが、今回は異常な委員会構成の実態についてお知らせ

します。 大垣市議会議員 笹田トヨ子

大垣市議会 経済委員会には統一会派を排除

議会改革に向けての
２年間の歩み

経済委員会
自民・公明・民主の会派で独占 グリーン車料金裁判３議員陳述書提出

グリーン車料金返還請求第６回裁判
日時：５月２２日（木）午前１０時より

場所：岐阜地方裁判所 ３０２法廷

バス乗車希望の方は℡78-6865までご連絡下さい

（笹田トヨ子の陳述書より）

・・・ 税金の使われ方について市民の関心は強まっ

ていました。公費を使って行われる議員の視察につ

いても関心は高く「視察と言っても何をしているの

かわからない」「きちんと視察報告を行うべきだ」

といった声が出ておりました。視察に使われる費用

については常任委員会で一人当たり１２万円、特別

委員会で８万円、海外行政視察では一人当たり９０

万円と予算化されていましたが、視察の実務につい

ては議会事務局任せになっていました。ある時、市

民から視察費用について「何にどれだけ使うのか」

という質問があり、その内訳について議会事務局に

尋ねたところ、「実はグリーン車料金も入っている

んです」と言われ、視察の費用に乗っていないグリー

ン車料金も含まれていることがわかりました。次の

年（平成２４年）、私たちは議会改革統一会派を結

成し、議会改革の一環として、この視察費用につい

て調査することとなり、情報公開で「行政視察に係

る決裁書類一式等」を取り寄せ、利用していないグ

リーン車料金が視察旅費に含まれていることが明ら

かになりました。

・・・「大垣市職員の旅費に関する条例」は昭和３

１年に制定されています。その時から特別車両料金

（当時は２等車）の支給が盛り込まれています。そ

の当時は実際特別車両に乗っていたと思われますが、

いつから特別車両を利用せずとも支給される今の状

態になったのかははっきりしません。共産党の北村

修保元議員の話では、はじめて議員になった昭和４

７年当時からグリーン車には乗っていないというこ

とでした。少なくとも４０年以上、利用しなくても

支給される状態が続いていたことが明らかです。


